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１　はじめに
近年、「保幼小連携の取り組みが積極的に行わ
れている」というような現場の声をよく耳にする
ようになった。
「幼稚園と小学校の連携・接続をめぐる歴史的
考察」湯川嘉津美 1）（上智大学）によれば、「幼
稚園と小学校の連携ないし円滑な接続をどのよう
に図っていくか、という問題は古くて新しい問題
である。幼児教育の歴史を振り返れば、それは幼
稚園の創設期から常に課題とされ、解決に向けた
議論や努力が積み重ねられてきた問題であり、今
日なお課題として残されているものであることが
わかる。」これまでの歴史の中でも同じように話
し合われ、進められているのであるが、社会の変
化と共に常に新たな問題が課題となり、試行錯誤
している現状がある。問題が大きくなると解決し
ようと修正し、少しよくなると、また、意識が遠
ざかり、また、問題が起こるというようなサイク
ルが繰り返されているのではないだろうか。それ
は幼小連携の問題を全体として捉えるのではなく、
部分的な修正をしてきているにすぎないのかもし
れない。
幼小連携の動きについて 1989 年、幼稚園教育
要領が 6 領域から 5 領域になり、学習指導要領に
生活科が新設されたこともあり、クローズアップ
されてきた。
2007 年 1 月の日本保育学会会報　№ 137 で
は、児嶋 2）が「保幼・小の連携は一部では、取
り組みが始まっているものの全国的に見れば遅れ
ている。（中略）保幼小の連携に関心はあるもの
の、実際には小学校の教員を交えた話し合いの経
験は行政主導のものを除けばほとんどない。この
種のものは、短期で終わり、継続されることが少
ない。」とし、その原因については、「双方に子ど
もの発達に対して、『連携したいという意識が弱
いこと、継続して交流を深めるほどの日常的な関
係がないこと、時間の調整が難しい』などの理由
から義務的になりやすいからなど」と述べている。
その後、幼稚園教育要領、保育所保育指針の改定
において、小学校との連携の趣旨が盛り込まれ、
小学校の学習指導要領でも幼児教育との連携が強
化されている。
文部科学省による平成 22 年の調査（幼児教育
実態調査）3）によれば、公立・私立幼稚園の中で、
保育所の幼児や小学校の児童と交流している園
は、77.2％であった。また、保育士と教師、教師
同士が交流している幼稚園は、75.2％、教育過程
の編成について、小学校と連携している幼稚園は、
34.0％で、2 年前と比べると、2 倍以上増えてい
る。2012 年、日本保育学会「保育学研究」4）の中
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でも、岩立が「幼保小連携は着実に広がってきて
いる」と述べているものの、その取り組みの内容
や期間については、それぞれに差がみられている
のが現状だ。
この論文では、保幼小連携の取り組みについて
実際の現場でどれほどの差があるのか掌握しなが
ら、スムーズな連携を成功させるために必要な要
因を探ることを目的とした。
２　調査の概要
（１）調査目的
保幼小の連携教育を推進していくなかで、スム
ーズな連携を成功させるために必要な原動力とな
るものについて明らかにすることを目的とした。
（２）調査対象
埼玉県および隣接地にある社会福祉法人の保育
園、学校法人、公立の幼稚園、公立小学校に勤務
している管理職の方および先生方を対象とした。
（３）調査方法
現場（勤務先）へ出向いて、または本学へ来校
してのインタビュー形式によるエスノグラフィー。
（４）調査時期
平成 24 年 7 月 30 日（月）～ 9 月 21 日（金）
の間に実施した。
（５）調査上の配慮
本調査の実施においては、個人情報保護のため
所属名・氏名は匿名になっている。
（６）調査内容
１）保幼少連携の必要性を感じますか。
２）その理由を教えてください。
３）保幼小連携について、実際に取り組まれて
いますか。
４）具体的な取り組みの内容について教えてく
ださい。
５）保幼小連携において、よいと感じること
は、何ですか。
６）保幼小連携において、大変だと思うこと
は、何ですか。
７）保幼小連携については、いつ、どこで、誰
が決めているのですか。
８）保幼小連携を今後発展させるために必要な
条件は、何ですか。
３　調査の結果
《インタビュー（Ⅰ）》
＜日時＞
平成 24 年 7 月 30 日（月）17：00 ～ 19：00
＜場所＞
本学　会議室
＜テーマ＞
「保幼小連携を成功させる原動力」について
＜話し手＞
私立保育園　保育士　Ａさん　（男性　28 歳）
公立小学校　教諭　　Ｂさん　（女性　56 歳）
ＡさんとＢさんは親子で、毎日夜、自宅で仕事
に関する情報交換の時間を共有している。勤務
地は 30 Ｋｍ以上離れている。
＜聞き手＞　筆者（正司）
＜記録＞　　筆者（前徳）
＊　個人情報保護のため所属名、氏名は、匿名
になっている。（以下のインタビューについて
も同じ）
＊　アンダーラインは、キーセンテンス（以下
のインタビューについても同じ）
聞き手）　 保幼小連携の必要性を感じますか。
保育士Ａ） 私は、社会福祉法人が設置した保育園
に勤務していますが、保育士の立場から
必要だと思います。
教諭Ｂ）　 私は、公立小学校に勤務しており、過
去に 1 年生の担任を 5 回経験しました
が、小学校教諭の立場から必要だと思い
ます。
聞き手）　 その理由を教えてください。
保育士Ａ） 保育所では 0 歳児から保育する場合も
増えてきているので、発育発達の段階が
よく理解できます。発達が遅れている
子、家庭に問題がある子等については、
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事前に知ってもらう必要があると考えま
す。できるだけ小学校 1 年生の担任予定
の先生と早めに連携をとっていくこと
で、こころとからだの引き継ぎができる
と考えます。
教諭Ｂ）　 小学校 1 年生の担任経験という立場か
ら考えると、小学校 1 年生を担任する教
諭は、入学と同時に教育を 1 から始めよ
うとする傾向が強いのです。2 年生は、
2 年目の教育の積み重ねというように考
えがちです。ところが、実際は、就学前
の教育があり、子どもが誕生した瞬間か
ら教育・保育は始まっているのです。そ
この部分を見落としがちになるのは、幼
児教育の現状が理解できていないからで
す。そういう意味でも連携は必要です。
聞き手）　 保幼小連携について、実際に取り組ま
れていますか。
保育士Ａ） 取り組んでいます。
教諭Ｂ）　 取り組んでいます。
聞き手）　 具体的な取り組みの内容について教え
てください。
保育士Ａ） 保育所側から小学校に申し出て、年間
カリキュラムを見せていただいたり、小
学校を訪問し一緒に授業に参加したり、
図書館で本を読ませてもらったりしまし
た。
教諭Ｂ）　 南部地区は、あまり活動していないが、
活動している所では、幼稚園児が小学校
で給食を一緒に食べたり、公開授業に参
加したり、ゲームを一緒に行なったりし
ているとのことです。
聞き手）　 保幼小連携において、よいと感じるこ
とは、何ですか。
保育士Ａ） 園児が小学校との授業風景をみて、小
学校への憧れや期待をもったりできる。
そうなることで、小学校への不安がなく
なったりする。
教諭Ｂ）　 事前に子どもの様子を教えてもらえる
ことは、迎える側の準備ができるという
点で助かります。その際に小学校側から
子ども達が生活の自立をしっかりできる
ようにしてきてほしいと要望することが
あります。具体的には、着替えが自分で
できる、歯ブラシができる、排泄ができ
る、自分の荷物が自分で片付けられるな
どで、すべてが学力にも影響します。入
学後は、友達を誘えないなどのコミュニ
ケーションをとれない子どももいるた
め、言葉の指導をしたり、週に 1，2 回
くらい若い先生が休み時間に「はないち
もんめ」をしたりして関わっています。
　　　　　小学校としては、毎年 2 月に学校説明
会を行い、入学前に保護者に小学校での
学校生活について説明をしています。
聞き手）　 保幼小連携において、大変だと思うこ
とは、何ですか。
保育士Ａ） 連携が重要だといいながら、お互いの
教育・保育内容が理解できていないとい
うことが問題だと考えます。
　　　　　小学校の学習指導要領やカリキュラ
ム・学習内容・課外活動などについて私
は、母が小学校教諭をしているため、理
解していますが、ほとんどの幼稚園教
諭、保育所の先生方は、わからないと思
います。小学校の先生方との研修会も今
のところありませんし、今後の課題の 1
つだと思います。保育所の先生方が小学
校のカリキュラムや学習内容を知ること
で、小学校側から保育所に求められる内
容がみえてくると思います。また、小学
校の先生方にも、幼児の発達や保育カリ
キュラム（年間カリキュラム）を知って
いただき、一年間に子どもが獲得するべ
き内容を理解していただくことで、就学
前の子どもの姿を知ることにつながるの
ではないかと考えます。
教諭Ｂ）　 小学校側からみても保育所、幼稚園の
教育・保育内容がどこまで理解できて
いるか疑問に思うことがあります。例
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えば、小学校に入学すればその日から児
童は教育という場所で教科書を使って授
業というものを受け「学習」中心の生活
をしなければなりません。しかし、就学
前の教育・保育内容は教科書を使わず、
「遊び」を中心とした自由な空間での生
活をしているわけです。「ぼくは、かく
れんぼがしたい」「わたしは、お絵かき
がしたい」と言って自分たちの遊びたい
場所に向かいます。保育室から子どもが
いなくなってしまいます。小学校では、
まず考えられないことです。授業中、教
室に一人でも児童がいなければ大変なこ
とになります。そういった大きな違いが
あることが先生方のなかでも体験的に理
解できている方は、ほとんどいません。
教科書を使わず自分が創った指導案で教
育・保育することが、いかに大変なこと
であるか。そこには、「遊び」の中から
「学び」をみつける大切さがあるのです。
聞き手）　 保幼小連携については、いつ、どこで、
誰が決めているのですか。
保育士Ａ） 連携については、園長が決めます。い
つ、どこで決まるかについては、ほとん
どの先生方はわからないと思います。
教諭Ｂ）　 校長が決めます。小学校へ入学してく
る幼稚園・保育園の園長・所長と相談の
上、決めるのだと思います。
聞き手）　 保幼小連携を今後発展させるために必
要な条件は、何ですか。
保育士Ａ） 連携を発展させるためには、どうして
も管理職の理解が必要になります。例え
ば、その年度に年長の担任をしていた先
生が次年度、教員研修として小学校に入
り、子どもたちが学校生活にうまく適応
できるようにフォローしていくことがで
きれば小 1 プロブレムという問題もかな
り解決の方向にむかうのではないでしょ
うか。
教諭Ｂ）　 新 1 年生のなかには、なかなか小学校
の新しい環境に馴染めず、しばらくお母
さんと登校してくる児童や座って相手の
話を聞いていられない児童もいます。入
学後 2 ヶ月ぐらいで慣れてきますが、問
題傾向のある児童はクラスに一人ずつく
らいの割合でいるようです。他の学校で
は、問題行動を起こす児童がクラスで 4
人以上いる場合は、1 年生問題対応教員
がつき、一人ひとりの対応を行なってい
るようです。副担任制を導入している小
学校もあるようです。
聞き手）　 以上で終了します。長い時間、ありが
とうございました。
《インタビュー（Ⅱ）》
＜日時＞
平成 24 年 8 月 17 日（金）14：00 ～ 16：00
＜場所＞
私立幼稚園　理事長室
＜テーマ＞
「保幼小連携を成功させる原動力」について
＜話し手＞
公立小学校・公立幼稚園（併設）
私立幼稚園（私立保育園併設）　理事長　兼　
園長　　　　　　　　　Ｃさん（男性　62 歳）
公立小学校　校長　　　Ｄさん（男性　59 歳）
＜聞き手＞　筆者（正司）
＜記録＞　　筆者（前徳）
園長Ｃさんの幼稚園の半数以上の園児が、校長
Ｄさんの小学校へ入学する学区内の関係である。
聞き手）　 保幼小連携の必要性を感じますか。
園長Ｃ）　 保育園も併設していますが、小学校へ
園児を送り出す立場として連携の必要性
を強く感じる。
校長Ｄ）　 小学校として園児を各園から受け入れ
る立場として連携の必要性を強く感じ
る。
聞き手）　 その理由を教えてください。
園長Ｃ）　 保育園・幼稚園から大学・大学院まで
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の教育はつながっているのだから連携は
必要なのではないかと考えている。特に
人間教育の基礎である幼児教育の時の連
携は大切である。
　　　　　誤解をしていただきたくないのだが、
以前、卒園生が遊びにきたら「小学校の
先生は、話を聞いてくれない」と言って
おり、保護者も小学校の先生とは話しづ
らいということだった。自分をもっと受
けとめてほしいらしく、小 1 では、まだ
まだ先生にかかわってほしいらしい。
校長Ｄ）　 小学校側も中学校へ送り出す身なの
で、気持ちがよくわかるし、同じような
ことを心配している。もっと細かくみて
ほしいと思っていることがよくわかった
が、なかなかそこまで手厚くかかわれな
いのが現実である。もっと少人数制だと
違うのだが現在一クラスは 40 人になっ
ている。
　　　　　保育園・幼稚園と小学校では、かな
り違った教育をしている。小学校は「学
習」中心の教科指導で 45 分間座って学
んでいるため、保育園・幼稚園の「遊
び」を中心とした教育とは、環境ががら
っと変わるため、「小 1 プロブレム」と
いう問題につながっていくのではないか
と思う。小学校から中学校に行く時に
は、「中 1 ギャップ」という言葉がある。
　　　　　最近、トイレを使った後、流さない子
が増えているとの報告があった。幼稚園
では、自動トイレがあるため、環境の変
化から起きていることがわかってきた。
聞き手）　 保幼小連携について、実際に取り組ま
れていますか。
園長Ｃ）　 取り組んできたが、さらに積極的な取
り組みが必要と考える。
校長Ｄ）　 同感です。
聞き手）　 具体的な取り組みの内容について教え
てください。
園長Ｃ）　 年長のクラスの中で障がいをもってい
たり、気になる問題行動をしてしまう子
は、10 月～ 12 月くらいの時期に小学校
側から担当教諭の方に来園していただい
ております。毎年 2 名の方にお越しいた
だき、実際園児の活動を 1 時間以上参観
していただきます。その折、保護者も来
園していただいておりますので、最後に
その子の家庭生活の様子について三者
（幼稚園・小学校・保護者）で打ち合わ
せをします。
校長Ｄ）　 学区内での公立の小・中・高の連携へ
の取り組みは、始まっている。年間で、
授業公開、研究部会などを行ない、地域
の子どもの学力向上が目的となってい
る。最近、幼稚園にもお声かけし、新た
な連携がはじまろうとしている。
聞き手）　 保幼小連携において、よいと感じるこ
とは、何ですか。
園長Ｃ）　 食育に関して、そばアレルギーやピー
ナッツアレルギーの子どもがいる場合
は、小学校へも細かく報告し、喜ばれて
いる。また、年間行事で運動会や発表会
などで小学校の校長先生をご招待した
り、逆に小学校の運動会等に参列させて
いただいている。
校長Ｄ）　 給食指導をはじめ、障がいの内容、気
になる行動を起こす子の家庭環境等、保
幼小連携により入学前に教員間で交流で
きることは、入学後の学校生活を円滑な
ものにするために効果を発揮している。
聞き手）　 保幼小連携において、大変だと思うこ
とは、何ですか。
園長Ｃ）　 幼稚園では「人に迷惑をかけない」と
いうことを子どもたちに教えている。幼
児期に完成をめざすのではなく、目標に
向かって意欲を育て、失敗しても何度で
も繰り返し繰り返し努力する姿勢を育て
ていく。それは、「遊び」の中から総合
的な生きる力を育てる手法であるが、小
学校に入学すると系統的な学習内容を授
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業の中で学ぶことになる。なめらかな連
携を試みたいのに、小学一年生になった
ら赤ちゃん扱いになる。しかし求められ
ることは、テストで何点をとれるかとい
うハードルが設けられ、すぐに結果を出
せない子どもも出てくる。その辺の送り
出す側と迎える側の連携がもっと必要で
あり、要録の扱いや情報交換の時期の見
直し等も必要である。
校長Ｄ）　 昔は、放課後に小学校の先生は子ども
と一緒に遊べた。今は、放課後、研修・
会議・不審者対応・集団下校の指導等
でほとんど子どもと遊ぶ時間がとれな
い。下校時間が少し変わると保護者か
ら、すぐに連絡が入る。どうしても子ど
もたちを残さなければならない事情があ
る時は、昼休みまでに決めてメール配信
する。今は、緊急連絡網がなくなってい
るので、メール配信も大変。3、11 の地
震の時には、なかなか届かなかったので
大混乱になった。休み時間も宿題をみた
り、提出物の確認、採点や連絡帳をみて
いたりして、ほとんど子どもにかかわれ
ない。子どもとの関係を構築していく時
間が少なくなっているのが現実である。
聞き手）　 保幼小連携については、いつ、どこで、
誰が決めているのですか。
校長Ｄ）　 年度初めに校長会で話題にはなるが、
基本的には、子どもを送り出す側の幼稚
園・保育園の園長と受け入れ側の小学校
の校長との間で連携内容について決めら
れる。
園長Ｃ）　 その通りです。
聞き手）　 保幼小連携を今後発展させるために必
要な条件は、何ですか。
校長Ｄ）　 幼保と小の学びの一貫性・連続性、接
続期における指導内容や教育課程の位置
づけ等について連携を深めていかなけれ
ばならない。しかし、幼保小教職員の合
同研修会などの時間のすりあわせが難し
いため、校長や園長が各学校、園の行事
に参列するのが、精一杯というのが現状
である。県内のＫ市では、市立のほとん
どの小学校と幼稚園が隣接しており、人
事面でも校長が園長を兼務していると聞
いている。保幼小連携について県内でも
トップレベルの成果をあげている地域で
あると考えられる。
園長Ｃ）　 私もＫ市の保幼小連携の積極的な取り
組みは有名で子ども間交流を充実させる
ことで、子ども同士が顔見知りになった
り、幼児の入学時の不安解消につながっ
ていると聞いている。私の地域のほとん
どの幼、保は私立であるので、私立独自
の教育観・保育観によって運営されてい
る。幼・保の連携は、まだまだ今後の課
題である。また、幼小連携については、
私立幼稚園園長の考え方と公立小学校校
長の考え方が一致していかなければ連携
を推進させることはできないと考える。
聞き手）　 以上で終了します。長い時間、ありが
とうございました。
《インタビュー（Ⅲ）》
＜日時＞
平成 24 年 9 月 21 日（金）13：00 ～ 16：00
＜場所＞
公立小学校　校長室（隣設：公立幼稚園）
＜テーマ＞
「保幼小連携を成功させる原動力」について
＜話し手＞
公立小学校・公立幼稚園（併設）
校長　兼　園長　　Ｅさん　（男性　56 歳）
＜聞き手＞　筆者（正司）
＜記録＞　　筆者（前徳）
聞き手）　 保幼小連携の必要性を感じますか。
校長Ｅ）　 本校は、「幼児期の教育と小学校教育
の円滑な接続の在り方」について県教育
委員会から委託を受けた研究校であるの
小池学園研究紀要　№ 11
－40－
で当然、連携の必要性を感じます。
聞き手）　 その理由を教えてください。
校長Ｅ）　 今、述べた研究指定校であるという理
由とさらに本市の教育機関の特色とし
て、ほとんどの市立の小学校と幼稚園が
同一敷地内に併設されており、人事面で
も、小学校の校長が幼稚園の園長を兼務
しています。また、ほとんどの小学校の
教頭は、幼稚園の副園長を兼務していま
す。小学校と幼稚園の距離は、徒歩で 2，
3 分ですので非常に連携がとりやすい環
境であるといえます。
聞き手）　 保幼小連携について、実際に取り組ま
れていますか。
校長Ｅ）　 県の教育委員会及び市の教育委員会・
市の教育研究会の委託を受け、「学びや
育ちをつなげる保幼小の連携」の研究に
取り組んできました。
聞き手）　 具体的な取り組みの内容について教え
てください。
校長Ｅ）　 幼児期の教育から小学校教育への円滑
な接続をはかるために、接続期の設定を
しました。
　　　　①就学前の 1 月～ 3 月を接続前期、②小
学入学後の 4 月～ 5 月を接続中期、③ 6
月～ 7 月を接続後期と 3 分割しました。
①は幼児期「5 歳児・3 学期」における
教育要領等に基づく教育で「遊び」を通
して行う総合的な指導になります。「表
現」「言葉」「環境」「人間関係」「健康」
の 5 領域を取り込れたアプローチカリキ
ュラムが整備されました。②と③は、児
童期（1 年生・1 学期）における学習指
導要領に基づく教育で教科等の学習を中
心とした指導になります。「国語」「算
数」「社会」「理科」「生活」「音楽」「図
工」「体育」「総合的な学習の時間」等を
取り入れたスタートカリキュラムが整備
されました。アプローチカリキュラム
は、「3 つの自立」を育むための設定で、
「学びの自立・生活上の自立・精神的な
自立」がねらいです。スタートカリキュ
ラムは、「3 つの学力」を育むための設
定で、「基礎的な知識、技能・課題解決
のために必要な思考力、表現力・主体的
に学習に取り組む態度」がねらいです。
聞き手）　 保幼小連携において、よいと感じるこ
とは、何ですか。
校長Ｅ）　 交流授業を企画・立案することで、人
とかかわる力を育てることができる。企
画・立案は、幼稚園側から提案された
り、小学校側から提案されたり様々だ
が、私自身が校長・園長として企画・立
案することもある。運営まで至った交流
授業を紹介したい。
　　　　　交流授業＜テーマ「なわとび」学級活
動（小学 4 年生）と人間関係・健康（幼
稚園の年長）＞
　　　　　幼稚園の保育内容が、人間関係・健康
「なわとび」の時期であったので、児童
（4 年生）と園児が一緒になわとびを通
して楽しむ計画を立てた。小学校側が園
児を招待し、体育館でなわとびを一緒に
跳んだり、なわとびをつないで、電車ご
っこをしたりしてふれあうことにした。
児童が園児を思いやる気持ちや人とかか
わる力の大切さに気付き、深めることが
できるよう計画した。
　　　　　成果は、児童は、園児を思いやる気持
ちや人とかかわる力の大切さに気付き、
よりよい人間関係を深めることができ
た。電車ごっこの活動では、計画にはな
かったトンネルを作ったり、駅員役をし
たりして場を盛り上げ、主体的に考えて
行動することができた。園児は、4 年生
とふれあいながら、なわとびの跳び方が
上手になって喜んで活動できた。小学校
の教諭は、園児に対し、4 年生とのかか
わりに戸惑っている園児がいたら「4 年
生が教えてくれるよ。」「一緒にやると楽
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しいよ。」などと声をかけ、活動のきっ
かけになるよう支援した。また、がんば
ってなわとびを跳んでいる園児をほめた
りした。さらに、自分の思いをはっきり
伝えていたり、4 年生と楽しく活動して
いる園児に「楽しくていいね。」「4 年生
と仲良しだね。」と声をかけ、園児の思
いに共感した。逆に、幼稚園教諭は児童
に対し、園児とのかかわりに戸惑ってい
る 4 年生がいたら「幼稚園の子にやさし
い声をかけてみたら。」などと声をかけ
支援した。また、「優しく教えてもらっ
たから、跳べるようになったね。」と園
児が喜びを感じている様子を伝えた。さ
らに、「今の関わり方よかったね。」とよ
いかかわり方をしている児童を賞賛した
りした。
聞き手）　 保幼小連携において、大変だと思うこ
とは、何ですか。
校長Ｅ）　 連携するために打ち合わせ会議を設定
することがかなり難しいです。小学校と
幼稚園では、時間帯が違う上、子ども達
から目が離せないので、それぞれがかな
りハードな勤務状態になっています。で
すから、交流授業一つ考えても、幼・小
の現場の先生方が一ヶ所に集まって打
ち合わせをする時間というのが本校のよ
うに幼稚園と隣接していてもなかなかと
れません。よって、それぞれの現場で企
画・立案されたものを、校長・園長であ
る私があずかって、教頭・副園長と相談
しながら、企画内容を検討しています。
聞き手）　 保幼小連携については、いつ、どこで、
誰が決めているのですか。
校長Ｅ）　 年度頭初に市の教育委員会から小学校
の校長会で保幼小連携の必要性について
の伝達はあります。具体的な年間計画
は、それぞれの小学校に一任されてお
り、校長が教頭と相談しながら決定しま
す。それだけでは十分ではありません
ので、必要に応じて、入学してくる幼稚
園、保育園の各園長とも連絡を取り合っ
て連携のための具体的計画を立案してい
きます。
聞き手）　 保幼小連携を今後発展させるために必
要な条件は、何ですか。
校長Ｅ）　 小学校の校長、幼稚園の園長の連携に
対する理解の深さと決断力だと考えま
す。本校のように幼稚園が隣接してい
て、校長が園長を兼務していても、トッ
プが相当情報を収集して決断していかな
ければ連携を推進していくことはできま
せん。まして、別組織で学校運営してい
る小学校と幼稚園であれば、さらにトッ
プ同士の連携に対する理解の深さと決断
力が要求されてくるはずです。
聞き手）　 以上で終了します。長い時間、ありが
とうございました。
４　考察
調査内容 1）～ 8）について埼玉県および隣接
地にある社会福祉法人の保育園、学校法人、公立
の幼稚園、公立小学校に勤務している管理職の方
および先生方 5 人にインタビュー形式で回答いた
だいたが、調査内容のアンダーラインを引いた重
要キーセンテンスを中心に考察していく。
１）保幼小連携の必要性を感じますか。
・保育士の立場から必要だ（以上、保育士Ａイン
タビューより）
・小学校教諭の立場から必要だ（以上、教員Ｂイ
ンタビューより）
・小学校へ園児を送り出す立場として連携の必要
性を強く感じる。（以上、園長Ｃインタビュー
より）
・小学校として園児を各園から受け入れる立場と
して連携の必要性を強く感じる。（以上、校長
Ｄインタビューより）
・県教育委員会から委託を受けた研究校であるの
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で当然、連携の必要性を感じます。（以上、校
長Ｅインタビューより）
保育園や幼稚園を修了し、小学校に入学した子
どもたちが、小学校生活へ不適応を起こすことな
く、スムーズな生活が送れるよう連携を強めるこ
とは、子どもの発達や学びの連続性を保障する上
でも保育士Ａから校長Ｅまで 5 人全員の願いであ
る。
２）その理由を教えてください。
・発達が遅れている子、家庭に問題がある子等に
ついては、事前に知ってもらう必要がある（以
上、保育士Ａインタビューより）
・子どもが誕生した瞬間から教育・保育は始まっ
ているのです。そこの部分を見落としがちに
なるのは、幼児教育の現状が理解できていな
いからです。そういう意味でも連携は必要です。
（以上、教員Ｂインタビューより）
・保育園・幼稚園から大学・大学院までの教育
はつながっているのだから連携は必要。（以上、
園長Ｃインタビューより）
・保育園・幼稚園と小学校では、かなり違った教
育をしている。（以上、校長Ｄインタビューよ
り）
・市立の小学校と幼稚園が同一敷地内に併設され
ており、人事面でも、小学校の校長が幼稚園の
園長を兼務しています。また、ほとんどの小学
校の教頭は、幼稚園の副園長を兼務しています。
小学校と幼稚園の距離は、徒歩で 2，3 分です
ので非常に連携がとりやすい環境である。（以
上、校長Ｅインタビューより）
人間は誕生した瞬間から教育・保育が始まって
いると考えると、生涯学習を含め、それぞれの接
続期に子どもたちがスムーズな移行ができるよう、
教育課程等の位置づけを含めた接続プログラムの
作成は、必要なことであり、それを実現させるに
は、送り出す側と受け入れる側の相互の理解と協
力体制が求められる。
３）保幼小連携について、実際に取り組まれてい
ますか。
・取り組んでいます。（以上、保育士Ａインタビ
ューより）
・取り組んでいます。（以上、教員Ｂインタビュ
ーより）
・さらに積極的な取り組みが必要。（以上、園長
Ｃインタビューより）
・同感です。（以上、校長Ｄインタビューより）
・「学びや育ちをつなげる保幼小の連携」の研究
に取り組んできました。（以上、校長Ｅインタ
ビューより）
保育士Ａから校長Ｅまで 5 人の方がそれぞれの
勤務先で保幼小連携について取り組まれているが、
地域によって連携に対する意識やシステムの上で
かなりの温度差がある。
４）具体的な取り組みの内容について教えてくだ
さい。
・小学校を訪問し一緒に授業に参加したり、図書
館で本を読ませてもらったりしました。（以上、
保育士Ａインタビューより）
・幼稚園児が小学校で給食を一緒に食べたり、公
開授業に参加したり、ゲームを一緒に行なった
り。（以上、教員Ｂインタビューより）
・障がいをもっていたり、気になる問題行動をし
てしまう子は、10 月～ 12 月くらいの時期に小
学校側から担当教諭の方に来園していただいて
おります。毎年 2 名の方にお越しいただき、実
際園児の活動を 1 時間以上参観していただきま
す。その折、保護者も来園していただいており
ますので、最後にその子の家庭生活の様子につ
いて三者（幼稚園・小学校・保護者）で打ち合
わせをします。（以上、園長Ｃインタビューよ
り）
・学区内での公立の小・中・高の連携への取り組
みは、始まっている。（中略）最近、幼稚園に
もお声かけし、新たな連携がはじまろうとして
いる。（以上、校長Ｄインタビューより）
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・幼児期の教育から小学校教育への円滑な接続を
はかるために、接続期の設定をしました。（中
略）接続前期（中略）接続中期（中略）接続後
期と 3 分割しました。（中略）アプローチカリ
キュラム（中略）スタートカリキュラムが整備
されました。（以上、校長Ｅインタビューより）
保育士Ａから校長Ｅまで 5 人の各勤務先でも保
幼小の三者間において、幼児と児童が豊かにかか
わり合う中で、学び合い、育ち合う交流を目指し
ているが具体的な取り組み内容については、かな
りの差が出たといえる。教職員相互の理解を深め、
交流の意義や課題を明確にしていかないと効果的
な連携にはつながらないのである。
５）保幼小連携において、よいと感じることは、
何ですか。
・園児が（中略）小学校への憧れや期待をもった
りできる。（以上、保育士Ａインタビューより）
・事前に子どもの様子を教えてもらえることは、
迎える側の準備ができるという点で助かります。
（以上、教員Ｂインタビューより）
・年間行事で（中略）校長先生をご招待したり、
逆に小学校の運動会等に参列させていただいて
いる。（以上、園長Ｃインタビューより）
・給食指導をはじめ、障がいの内容、気になる行
動を起こす子の家庭環境等、（中略）入学前に
教員間で交流できることは、（中略）効果を発
揮している。（以上、校長Ｄインタビューより）
・交流授業を企画・立案することで、人とかかわ
る力を育てることができる。企画・立案は、幼
稚園側から提案されたり、小学校側から提案さ
れたり様々だが、私自身が校長・園長として企
画・立案することもある。（以上、校長Ｅイン
タビューより）
インタビューを通して、保育士Ａから校長Ｄま
での勤務先と校長Ｅの勤務先の保幼小連携の具体
的な内容の違いに注目したい。校長Ｅの勤務先が
県や市の教育研究指定校であるという理由も考え
られるが、トップの考え方一つで連携の内容につ
いて即断即決できるようで、決定されれば幼小の
教職員が具体的な行動に移せるようである。
保育士Ａから校長Ｄまでの勤務先については、
それぞれのトップの考えをすりあわせるところか
ら始めなければならず、互恵的な連携を実現する
ためには、かなりの時間を要することになりそう
だ。
６）保幼小連携において、大変だと思うことは、
何ですか。
・連携が重要だといいながら、お互いの教育・保
育内容が理解できていないということが問題だ
（以上、保育士Ａインタビューより）
・小学校側からみても保育所、幼稚園の教育・保
育内容がどこまで理解できているか疑問。（以
上、教員Ｂインタビューより）
・なめらかな連携を試みたいのに、小学一年生に
なったら赤ちゃん扱いになる。しかし求められ
ることは、テストで何点をとれるかというハー
ドルが設けられ、すぐに結果を出せない子ども
も出てくる。（以上、園長Ｃインタビューより）
・昔は、放課後に小学校の先生は子どもと一緒に
遊べた。今は、放課後、研修・会議・不審者対
応・集団下校の指導等でほとんど子どもと遊び
時間がとれない。（以上、校長Ｄインタビュー
より）
・連携するために打ち合わせ会議を設定すること
がかなり難しいです。（以上、校長Ｅインタビ
ューより）
校長Ｅの発言に注目すると、これだけ連携のた
めの環境が整っている勤務校でさえ、幼小の学校
の特性・時間帯の違いから、教職員同士の打ち合
わせ会議を設定するのが難しく、ほとんど企画内
容は、管理職の方で検討されているようだ。よっ
て、保育士Ａから校長Ｄの勤務先になると連携に
ついてさらにきびしい状況が予想される。
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７）保幼小連携については、いつ、どこで、誰が
決めているのですか。
・園長が決めます。いつ、どこで決まるかについ
ては、ほとんどの先生方はわからない。（以上、
保育士Ａインタビューより）
・校長が決めます。小学校へ入学してくる幼稚
園・保育園の園長・所長と相談の上、決める。
（以上、教員Ｂインタビューより）
・子どもを送り出す側の幼稚園・保育園の園長と
受け入れ側の小学校の校長との間で（中略）決
められる。（以上、校長Ｄインタビューより）
・その通りです。（以上、園長Ｃインタビューよ
り）
・小学校の校長会で保幼小連携の必要性について
の伝達はあり（中略）校長が教頭と相談しな
がら決定します。（中略）入学してくる幼稚園、
保育園の各園長とも連絡を取り合って連携の
ための具体的計画を立案していきます。（以上、
校長Ｅインタビューより）
保幼小の連携が、いつ、どこで、誰によって決
まるかについて管理職は理解しているが、現場の
先生方まで理解が浸透していくかについては疑問
が残った。
８）保幼小連携を今後発展させるために必要な条
件は、何ですか。
・どうしても管理職の理解が必要になります。
（以上、保育士Ａインタビューより）
・問題行動を起こす児童がクラスで 4 人以上いる
場合は、（中略）副担任制を導入している小学
校もあるようです。（以上、教員Ｂインタビュ
ーより）
・私立幼稚園園長の考え方と公立小学校校長の考
え方が一致していかなければ連携を推進させる
ことはできない。（以上、園長Ｃインタビュー
より）
・県内のＫ市では、市立のほとんどの小学校と幼
稚園が隣接しており、人事面でも校長が園長を
兼務している。（中略）保幼小連携について県
内でもトップレベルの成果をあげている地域で
ある。（以上、校長Ｄインタビューより）
・小学校の校長、幼稚園の園長の連携に対する理
解の深さと決断力だと考えます。（以上、校長
Ｅインタビューより）
実は校長Ｅの勤務先は、校長Ｄが指摘した県内
のＫ市にあり、その中でも県と市から教育研究指
定校として委嘱された小学校である。その小学校
の校長であり、隣接する幼稚園の園長も兼務して
いる校長Ｅの保幼小連携に対する発言は重いもの
がある。現場の教職員も連携を発展させるために
は、トップ同士の理解の深さが必要であると述べ
ている。幼稚園教育は、学校教育のはじまりとし
て、生きる力の基礎を育成するという重要な役割
を担っている。また、学校教育の基盤を培うとい
う点で、保育所の役割も同様に重要だ。このよう
な、義務教育以降の教育の基盤を培う役割をしっ
かりと果たしていくための保幼小連携が今、幼児
教育に携わる組織のトップに求められている。ま
ずは、そこでの理解を深めることが保幼小連携を
成功に導くための重要課題となっていることが明
らかになってきた。
５　おわりに
今回の研究では、埼玉県および隣接地にある社
会福祉法人の保育園、学校法人の幼稚園、公立小
学校に勤務している管理職の方および先生方 5 名
を対象とし、インタビューを実施させていただい
た。その際、校長と園長を兼任している校長Ｅか
らは、保育園、小学校、幼稚園の現場が一丸とな
り、画期的な保幼小連携の取り組みが行われてい
る様子と子ども達への影響についての話を伺うこ
とができた。また、校長・園長を兼任しているこ
とで、連携がしやすいことや教員達が一丸となっ
て取り組むことの必要性と保護者や地域との協力
の大切さについても伺うことができた。
その後、校長と園長を兼務しているＥ校長の学
校で、市の教育委員会・教育研究会委嘱の研究
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発表会が開かれ、実際に公開授業を参観させてい
ただいた。その中では、1 年生と幼児との関わり
が「学校ごっこ」、「学校紹介」を通して行われて
いた。また、2 年生と幼児との関わりでは、2 年
生が作った動くおもちゃで、おもちゃフェスティ
バルが行われていた。教員は、もちろん、保護者
の協力もあり、保幼小の連携が行われていた。こ
の画期的な取り組みに対し、日本各地の学校から、
校長や教員が参加していた。保幼小連携の際の子
ども達の表情は、とてもいきいきとしていて、児
童が幼児に優しく、一生懸命に教えている姿や児
童の発表の様子を憧れの表情で眺める幼児の姿も
見られた。公開授業後の子ども達の発表からは、
幼児が「喜んでくれたことを嬉しく思った」とい
う意見や、児童が幼児に対し「優しくしてくれて
嬉しかった」などお互いに満足そうな様子がみら
れていた。公開授業後の研究発表会では、校長先
生を筆頭に、教員たちが協力し、より高いレベル
の環境で子どもたちを育てていこうという研究熱
心な発表が行われていた。その中では、「生きる
力」「かかわる力」「学ぶ力」の 3 点をポイントと
して、連携が行われていることが述べられていた。
最後の講演では、某私立大学の教授からこの研
究発表会についての評価として、「ここまで画期
的に行われている連携は、初めてである」ことや、
「ここまでの取り組みができるのは、トップであ
る校長先生の人柄と熱意」があげられていた。ま
た、保幼小連携の今後への提言として①教員間の
連携、②連携の意義の共有（互恵性）、③効率的
な連携策を（考える）、④（保幼小連携を）学校
（園）経営の柱に（する）、⑤教育委員会との連
携・支援の 5 つがあげられていた。
2009 年ベネッセ次世代育成研究所の調査 5）に
よれば、「園児・児童の交流の有無と内容」とし
て、「国公立の 84.5％私立の 58.4% が小学生との
交流活動をしたことがある」、「全般的に国公立の
ほうが私立よりも小学生との交流活動が多いのは、
設置母体となる自治体が活動を促進していること
も背景にある」、「小学校との交流活動」について
は、『園児が小学生と一緒に活動する交流が最も
多く、国公立（345 校）中 84.3％、私立（721 校）
中 70.3％、交流活動をしたことがある園に、園児
と小学校とのかかわりはどのようなものであった
かを聞いたところ、最も多かったのは「園児が小
学生と一緒に活動」』であり、『園児が小学生と一
緒に活動をすることを通して、お兄さん・お姉さ
んにあこがれをもち、入学を心待ちにできるよう
な機会をつくることが望まれている』と述べられ
ている。また、「教員間の交流有無と内容」につ
いては、「教員間の交流は、国公立の 66.6%、私
立の 26.7% が交流している」という結果となり、
具体的な交流の内容を聞いたところ、「情報交換
する場を持つ」との回答が国公立で 81.3%、私立
で 81.9% と最も多いとの報告がされている。子
ども一人ひとりの発達の状況や課題について、幼
稚園から小学校に伝えたり、保育や指導の目的や
内容を情報交換したりするなど、教員同士が互い
の理解を深める努力をしている様子がわかる。
2012 年、一般社団法人の日本保育学会「保育
学研究」6）の中でも、「幼保小連携は着実に広が
ってきている」と述べられているように、連携の
推進により、報告も数多くされ、情報共有のため、
文部科学省他からも事例集が作成されている。そ
の取り組みの内容から、地域差や人数差によって
のむずかしさもうかがうことができる。
地域差、人数差によって違いが出てしまうこと
なく、すべての子どもにより高いレベルの環境を
提供できるよう、また、質の高い支援をしていく
ためには、今後どのようなシステムや協力が必要
なのか。今の時点で質の高い連携ができてきてい
る隣接校などは、より高いレベルを求め、進んで
いくことが今後の課題となる。
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